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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに        

 放射性廃棄物の余裕深度処分施設

におけるセメント系人工バリアの材

料として低熱ポルトランドセメント

とフライアッシュ，膨張材を適用し

たコンクリートおよびモルタル[1]の

使用が検討されている．ここでは，

人工バリアのセメント系材料に関す

る今後の品質管理および検査方法の

検討等に資することを目的とし，使

用が検討されているコンクリートお

よびモルタルの材齢 2 年までの諸特

性を報告する． 

２２２２．．．．試験概要試験概要試験概要試験概要    

    日本原燃株式会社敷地内に掘削した試験空洞内におい

て，現場施工性確認試験として余裕深度処分施設の人工バ

リアを実規模大で模擬施工している．この模擬施工時に作

製し試験空洞内で水中養生を行なっている供試体（品質管

理試験）と実規模試験体の上部と下部コア抜きを行なった

供試体（現場採取試験），室内試験結果[1]の材齢 1 年まで

のデータについて既報[2]に示している．本報では材齢 2年

（675日）における実規模試験体中央部から採取したコア

供試体の試験結果ならびに新たに室内データ取得試験を

実施して材齢 91日までの試験結果を追加し，これらを比

較検討した．図-1 に実規模試験体におけるコア採取位置

を示す． 

３３３３．．．．試験結果試験結果試験結果試験結果とととと考察考察考察考察    

3.13.13.13.1 力学力学力学力学特性特性特性特性    

モルタルの圧縮強度試験結果を試験フェーズ毎に図-2

に，図-3には積算温度で整理した結果を示す．積算温度

Ｍは，Ｍ＝Σ（θ＋10）⊿ｔ式により計算した．ここで，

ｔ：材齢（日），θ：養生温度（℃）である．同一材齢でも試験フェーズによって圧縮強度は図-2の通り相違 
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図-1 コア採取位置 
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図-2 試験フェーズとモルタル圧縮強度 
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図-3 積算温度とモルタル圧縮強度 
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しているが，一方で図-3のように積算温度の対数関数でよく

近似できる．この傾向は，材齢 2年近い 675日の長期のデー

タが追加された本報と既報[2]とで変わらない．すなわち試験

フェーズによる圧縮強度の違いは主に養生温度の相違による

ものであり，積算温度の対数関数で圧縮強度を表すことが材

齢 675日までは可能であることが確かめられた．この傾向は

コンクリートでも同様であった．積算温度から 20℃養生に換

算した有効材齢とモルタル圧縮強度の関係を，その回帰曲線

ならびに 95％信頼区間下限側回帰曲線とともに図-4に示す．

材齢 91日で 70N/mm2を下回る確率は 5％以下である事が算

定できる．このような検討により品質管理強度の設定が可能

と考えられる．図-5にモルタル圧縮強度と静弾性係数の関係

を示す．圧縮強度と静弾性係数の関係は材齢 365日までのデ

ータ回帰結果に比較して今回新たに取得した室内データ取得

試験結果が小さめの傾向となっているものの，全体で回帰し

た相関係数などから考えてもばらつきの範囲内であり，圧縮

強度から精度良く静弾性係数を算定できると考えられる． 

3.23.23.23.2 空隙率空隙率空隙率空隙率    

モルタルの試験フェーズ毎の空隙区分径空隙率を図-6に示

す．材齢 365日までは材齢と共に全空隙率が減少する傾向が

認められた．しかし今回追加した材齢 675日のデータにおい

て全空隙率が材齢 365日に比べて同等か若干大きい結果とな

った．材齢 675 日で最も顕著に傾向が相違しているのは，

20nm~30nm の空隙が増加している

事である．これは材齢 365日以降フ

ライアッシュのポゾラン反応が支配

的になることを示していると考えら

れ，材齢と反応率，空隙率との関係

などについてより詳細に検討を加え

ていく必要がある． 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ        

 本研究の範囲でコンクリート，モ

ルタルの以下の特性が確認された． 

(1)圧縮強度は材齢 675 日まで積算

温度の関数で表すことが可能であ

ると考えられる. 

(2)圧縮強度から静弾性係数を精度よく推定できる． 
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図-4 有効材齢とモルタル圧縮強度 
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図-5 モルタル圧縮強度と静弾性係数 
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